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Varri（１９８０），Woods（１９８４）がある。また Abraham-Frois, G., and E. Berrebi（１９７９），片桐
（２００７）には固定資本を含む標準体系についての解説がある．スラッファの固定資本モデ
ルの最近の研究動向を知るうえで白杉（２００５）が参考になる。




























































 ，    ，    である。
，，の各列は各生産過程の投入ベクトル，産出ベクトル，投入労働量をそ






の量，  は第 生産過程で産出される第 i商品の量，
  は第 生産過程に投入される労働量である。 は
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，     ，     
である。，，の各列は各生産過程の投入ベクトル，産出ベクトル，投入労
働量を表している。  は第 生産過程に投入され
る第流動資本の量，は第３生産過程に投入される新しい固定資本の量，

  は第 -１生産過程で使用された後，第 生産過程に再投入され
る中古固定資本の量，  は第 生産過程で産出
される第商品の量，  は第 生産過程に投入される労働量
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